
市民参加型：武雄市レクリエーション研修会は、毎年６月に開催しています。

去年は「椅子ヨガで健康アップ」今年は「熊本地震の被災状況・災害ボランティアとは」でした。

6/23上記研修会を開催し、災害・防災について学びました。

熊本県益城町の様子。　　　　　　　　　(所有者の許諾済)
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平成28年度　行事予定

5

月 日 事 業 内 容

武雄市身体障害者福祉協会主催
グランドゴルフ交流会

レクリエーション研修会

19

6 23

11 武雄物産まつりへのバザー参加未定

7 広報紙第18号発行1

11

月 日 事 業 内 容

レクリエーション交流会
ウォーキング（北方町）予定

未定12 杵島・武雄地区ボラ連先進地
視察研修

H29.1
杵島・武雄地区ボラ連レクリエーショ
ン交流会

H29.1 広報紙第19号発行1

未定

　今年度も5月19日(木)に身

障者福祉協会との交流会を

開催いたしました。山内町で

グランドゴルフを行い、ボラン

ティアを含め130名が汗を流

しました。ホールインワンを

目指し、皆さん真剣そのもの！

爽やかな汗をかいた後は、美

味しいお弁当を頂きました。

グランドゴルフ交流会
武雄市身体障害者福祉協会主催

ボランティア
活動紹介(武雄)

　ボランティア武内わかば会では、毎月１回小学生を対象に、キッズルームを開いています。今年第１回

目は、5月28日(土)小雨が降る中、武内公民館に集まり周辺の野原に出て野草を摘み、調理して食べまし

た。38名の子供達が参加してくれました。子供達の散策中、近くで農作業をしておられた近所の人も手を

止めて、猪除けの金網を外して通りやすくして頂いたり、また、夜になるとこの辺はホタルがたくさん飛

んできれいなことなどを話してもらい大変喜んでいました。そして、よもぎ、タンポポ、ノビル、アザミ、

ユキノシタ、筍の天ぷらとおにぎりをおいしくいただきました。　　　　　　　（わかば会　旗島 康弘）

春を食べよう 春を食べよう 春を食べよう 

ボランティア
活動紹介(山内)

　5月20日、山内町中央公園へ大野病院の春のお楽しみ「ハイキング」を計画し、武雄市ボラ連山内ブロ

ックの会員の皆様のご協力をいただきました。吹く風のさわやかな中ゆっくり車椅子散歩ができ、スポー

ツセンターでは山内ブロックのボランティアのたくさんの皆様が、歌や踊りでハイキングを盛り上げて

くださいました。「山内音頭」では会場一体となって踊り満足の1日です。

　ボランティアの皆様、いつも笑顔と楽しみの時を作っていただき有難うございます。

　心から、感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大野病院職員一同）

ボランティア
活動紹介(北方)

　4月24日（日）今年も特別養護老人ホーム杏花苑のご厚意で、ボランティアふれあい交流会が開催され

ました。

　千寿笑会の踊りとさくら草フラダンス教室の踊り、そしてすみれの会のリズムダンスで、会は最高に

盛り上がりました。また、杏花苑職員さんとの意見交換会では、皆さんの意見に共感し、ボランティア活

動を通じて少しでもお役に立ちたいと改めて深く感じたところです。

　これからも無理せず出来ることから、皆さんと一緒に「ボランティア」頑張りましょう！　（諸泉 寿美子）

杏花苑ボランティア
ふれあい交流会に参加して
杏花苑ボランティア
ふれあい交流会に参加して

 



武雄市ボランティア連絡協議会新役員のお知らせ

　　  ボランティア橘会　　　会長：中川　康子

　　  ボランティア東川登　　会長：山口　直枝

　　  花みずき　　　　　　　代表：松江マツヨ

 わがまち自慢（東川登町）

編集後記編集後記

　東川登町大野原地区には、毎年7月10日に行われる「だご念仏」という行事があります。
　この行事は百万遍の念仏行などといって、中世以来、全国的に流布した純粋な宗教行事でした
が、いつかその由来は忘れられて、悪疫退散のまじないと信じられているようです。
　この日、お母さんたちは、昼からある家に集まり、小麦粉で「ゆでだご（平ぺったいだんご）」
を作って地蔵さんに供えます。地区の人は地蔵堂に集まって、桐でできた珠の数569個、9㍍もあ
る大きい数珠につかまり、鐘を合図に、「ナムマイダ、ナムマイダ」と念仏を唱えながら、その数
珠を手から手に回します。大きい珠が自分の所に回ってくると頭の高さにあげて拝みます。数珠
が三回まわって休憩、また三回まわして休み、さらに三回まわして終わります。
　念仏が終わると、供えてあった「ゆでだご」を頂いて帰り、無病息災を祈り家族みんなでいた
だきます。
　なお、町内では大野原のほかに、北永野地区等にも「数珠まわし」として似たような行事が残
っています。古くから続く大変珍しい伝統行事ですので、ぜひ見に来てみてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公民館長　早田幸徳）

ボランティアだより4

　「ボランティアだより　たけお」18号では、各町のボランティアグループの
皆さんによる、【寄り添い・つなぐ・思いやり】いっぱいの熱心なボランティア活
動を紹介しています。いかがでしたか？次回19号も続編です。お楽しみに～　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員　諸泉寿美子）

編集後記

歴史を感じさせる「だご念仏」

　平成28年1月17日(日)に杵島武雄地区ボランテ

ィア連絡協議会レクリエーション交流会が大町町

公民館で行われました。各町より総勢140名程が

集まりスカットボールをプレーしました。初顔でも

そこは同じボランティア活動する者同士。競技がは

じまればすぐに賑やかな声が響いていました。


